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ぺんぎん組担任 

最近の子どもたちの様子 

1 年を振りかえって 

クラス懇談会 

鬼は怖かったよ～ 

 

今月の活動 

先月は、おたのしみ会も含めて地区センターに行く機会

が多かったのですが、靴のしまい方や上着の脱ぎかた等、

回を重ねる毎に自分たちでできる事が増えてきました。 

公共の場所でのトイレもスムーズに出来るようになって

きています。おたのしみ会の衣装では、お友だちの衣装を

直したり、着るのを手伝ったり・・・。日々の生活の中で

保育士の手伝いが減ってくると、色々なことを 3 歳児ク

ラスで習得したと実感します。4 月から、1 年を通して子

どもたちは大きく成長しました。言葉で上手に表現した

り、新しい先生や実習生に、伸び伸びと自分の好奇心や親

しみをもって話しかけるなど、大人に対しても物怖じす

ることがなく関わりが自分からできるようになりまし

た。 

子どもたちと毎日にぎやかにとても楽しく過ごすことが

出来た一年でした。ぱんだ組になり、どんな成長を見せて

くれるのかとても楽しみにしています。 

保護者の皆様には、いろいろとご理解とご協力を頂きまし

てありがとうございました。 

3 月 9 日（土）10：20～ 

ぺんぎんくみ保育室に於いて 

懇談会を行います。 

保護者の方々との懇談を中心に 

1 年間の子どもたちの成長を保護

者の皆様と楽しくお話をできたら

と思っております。 

皆様のご参加をお待ちしておりま

す。 

・進級に期待を持ち、身の回りの事や生活の流

れを確認し合いながら自信に繋げていく。 

・季節の変化に気づき春の自然に興味関心をも

つ。 

2 月 2 日に豆まきを行いました。 

紙皿に折り紙を貼って、自分の顔に合わせ

て可愛いお面を作って当日を迎えました。 

お面をかぶり、元気いっぱいに園庭に出た

のですが・・・。 

年長さんが鬼になってぺんぎんぐみの保育

室前に来ると、みんな一生懸命豆をまいて

いました。 

その後、見覚えのある声の鬼たちがやって

くると・・・。 

一人が靴のまま保育室に逃げ込むと、ほと

んどの子が室内に入りみんなで集まって泣

いています。鬼はちょっと怖かったようで

した。何度も「せんせいかぎしめて！」と言

われて、園庭をカーテンの隙間から覗き込

む姿が見られました。 

午後には恵方巻きを作って食べ、日本古来

の行事に参加しました。 


